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    A case report of testicular tumors in non-twin siblings is presented. A 42-year-old male 

was admitted to Kansai Electric Power Hospital with the complaint of swelling of the left 

scrotal contents.Left radical orchiectomy was performed with the diagnosis of a left 

testicular tumor.Histological examination revealed u seminoma of the left testis. Fifteen 

years later, his 43-year-old younger brother was admitted to Osaka University Hospital with 
the complaint of painless swelling of the left scrotal contents. Left radical orchiectomy was 

carried out with the diagnosis of a left testicular tumor. Histological examination showed a 

seminoma of the left testis. The former patient had a history of a scrotal trauma, but there 

was no history of orchitis or cryptorchism in these two siblings. 

   To our knowledge, there have been reported 44 sets of testicular tumors in siblings. 

Eleven of these sets appeared in twins, while the other 33 sets were described in non-twin 

siblings. We discussed the 45 cases including our case of testicular tumors in siblings.

Key words: Testicular tumor, Occurence in non-twin siblings

緒 言

睾丸腫瘍は,全 悪性腫瘍のなかでもその占める割合

の少ない,比 較的稀な疾患とされている.同 胞内に睾

丸腫瘍の発生をみた例はきわめて少なく,わ れわれの

調べえたかぎりでは現在までに一卵性双生児にll組

双子を除 く同胞内に33組,合 計44組 が報告されている

にすぎない.本 邦においては,双 子でない同胞間に発

生したとい う報告が2例 あるのみで,以 下に述べる症

例は本邦で3組 目であると思われる,今 回われわれは

42歳 と43歳 の兄弟に発生 した睾丸腫瘍を経験 したので,

これを報告するとともに,自 験例を含めた同胞内に発

生した睾丸腫瘍45症 例につき,若 干の考察を試みた.

症 例

症例1:兄,42歳 男性,会 社員

主訴:左 陰嚢内容の腫大

家族歴=同 胞8人(う ち男性3人)

既 往歴:5歳 の時腎炎で6ヵ 月間の入院治療を受け

た.停 留睾丸の既往はない.

現病歴:1969年8月 に左陰嚢内容の無痛性腫大が出

現したが放置 していた。同年11月,野 球のt一 ルが左

陰嚢にあた り,左 陰嚢内容が急速に腫大,疹 痛を伴っ

た.近 医を受診し,副 睾丸炎の診断で投薬治療を受け

たが,陰 嚢内容の腫大が軽減 しないため,関 西電力病

院泌尿器科受診,左 睾丸腫瘍の疑いで同年12月23日 入
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院 とな った.

入 院時 現 症:体 格 大,栄 養 良 好,眼 瞼,眼 球 結 膜 に

貧血,黄 疸 を 認 め ず.頸 部 リン パ 節 の腫 大 な く,胸

部,腹 部 と もに 理 学 的 に は異 常 所 見 を 認 め な い.右 陰

嚢 内 容 は正 常 所 見 で あ った が,左 陰 嚢 内容 は8×6.5

cmと 腫 大 し,触 診 に て圧 痛 を 認 め ず,弾 性 硬,明 ら

か な透 光 性 は 認 め られ なか った.

入 院 時 検 査 成 績:末 血 お よび 血 液 生 化学 検 査=血 液

型B型,Rh(十),RBC390×104/mm3,WBC3,300

/mm3,Hb13.69/dl,Hct41%,Plt16×104/mm3,

Na138mEq/1,K4,8mEq/1,Cl108mEq/1,BUN

15mg/dl,Cr1.Omg/dl,T.P.6.4g/dl,GOT27U/

1,GPT231U/1.

腎機 能 検 査=PSPl5分 値25%.

内分 泌 学 的 検 査17KS3.5mg/day,170HCS

3.4mg/day,妊 娠 反 応(一).

検 尿:異 常 を 認 めず.

X線 検 査 所 見:胸 部X線 像,排 泄 性 尿路 撮 影,腹 部

大 動脈 造 影,リ ンパ管 造 影 に て 異 常所 見 は認 め られ な

か った.

以 上 の所 見 よ り左 睾丸 腫 瘍 と診 断 し,1969年12月27

日,左 高 位 除 睾 術 を 施 行 した.左 睾 丸 は125gで あ

った.

病 理 組 織 所 見:大 型 円形 の 核 を 持 った腫 瘍 細 胞 が 充

実性 の胞 巣 を作 り,間 質 に リンパ球 の浸 潤 を 伴 って お

り,組 織 診 断 はseminomaで あ った(Fig.1).

術後 経 過1術 後10日 目よ り,左 腸骨 動 脈,腹 部 大動

脈 リンパ 節 に対 し,計3,000radの 放射 線 治療 を 施

行 した.以 後 経 過 は 良 好 で,現 在 まで再 発 の徴 候 は 認

め られ て いな い.

症 例2:弟,43歳 男性,会 社 員

主 訴:左 陰 嚢 内 容 の無 痛 性 腫 大

家族 歴:長 兄(症 例1)に 睾 丸 腫瘍 を認 め る.

既 往 歴:特 記 す べ き事 項 な く,停 留 睾 丸,陰 部外 傷

繕雛
Fig.1.Photomicrographoftumor,showing

seminoma:case1,

の既 往 は な い

現 病 歴:1984年9月,左 陰 嚢 内 容 の 無痛 性 腫 大 に 気

付 い た が 放 置 して い た.同 年10月 末 に 腫 大 が増 強 した

ため,近 医 受 診 し,睾 丸 腫 瘍 の 疑 い に て 同 年11月14日

阪 大 病 院 泌 尿 器科 入 院 とな った.

入 院 時 現 症:体 格 大,栄 養 良 好,眼 瞼,眼 球 結 膜 に

貧 血,黄 疸 を認 め ず.頸 部 リンパ 節 の腫 大 な く,胸 部

・腹 部 と もに理 学 的 に 異 常 所 見 は認 め られ なか った.

右 陰嚢 内 容 に異 常 は 認 め られ なか った が,左 蔭 嚢 内容

は6.5×3cmと 腫 大 し,触 診 に て圧 痛 を 認 め ず,表

面平 滑,卵 円形 で 弾 性 硬,透 光性 を認 め なか った.

入 院時 検 査 成 績:末 血 お よび血 液 生 化 学 検 査:血 液

型B型Rh(十),RBc54×104/mm3,wBc5,200/

mm3,Hb16.3g/d,Hct45.7%,Plt14.8x104/

mm3,Na147mEq/1,K4.1mEq/1,Cl102mEq/1,

Ca9.2mg/dl,T.P.6.8g/dl,BUN17mg/dl,Cr

I,Img/dl,GOT20U/1,GPT49U/1,LDH237

u/l,AFP5ng/ml以 下,cEA2.1ng/ml.

内分 泌 学 的 検 査 ・β一HCG2.41mg/ml(0.26～

1.20),LH27m1U/ml,FSH25.Om1U/ml,proges-

teroneO.4ng/ml,estradiol68.4pg/ml,testostero-

neS.9ng/ml.

3a 窃

Fig.2.Grossappearanceoflefttestis:case2.
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Fig.3.Photomicrographoftumor,showing

seminoma:case2.



野島 ・ほか:睾 丸腫瘍 ・同胞内発生 1209

TableI.Testiculartumorsinmonozygotictwinsl>.

AuELore AgeeSide Hieto且 °69

(1)Cb8mplin

(2)w.u.

(3)Domrich

(4)S●1皿&A己 孟in`臨oo

(5)StewartkBagshaw

ωvcuロni

(7}Lo▼ ●y&Gr鵬b●t5量d

(8)WUbur帆 ●聖

(9)Rioj菖ot・ 且

aoP● 唱且on

⑪M昌rEin&Dine

198024

81

188?Q

?

19408b

as

198240

44

置965aT

a2

翼96718

25

且97523

zs

1979SS

rt

rt

O

?

.c

rt

rt

1し

rt

且c

且L

rし

rt

鵬

鵠

38bihし

1979za

2b

198045

十s

198046

is

rt

rt

量 し

rt

46rE

earcome

o皿bryon5藍C巳

5emiDO皿5

80-DIOO-D・

o皿bryons!C8

embryonalCa

8eminom5

eeminomu

embryoo・ 鳳C魯

teraし0皿 ロ

tontocercinoma

embryon・ 且C馳

eロbryooslC亀

embryoo●lC｠"itheemiuoma

rlae皿ino皿5且 しembryons且C畠w五 しheemiooma

embryon臨 且C`

tし

eeminoma

8eminoロ8

embryoaalC・

80皿ioom臨

検尿:異 常を認めず.

X線 検査所見=胸 部X線 像,排 泄性尿路撮影,腹 部

CTに て異常所見を認めず.

陰嚢超音波検査所見 ・左睾丸は6.3×3.9cm,内 部

echoは 不均一であった.右 睾丸に異常所見は認めら

れなかった.

以上の所見より左睾丸腫瘍と診断し,1984年11月16

日,左 高位除睾術を施行した.

摘除標本=左 睾丸は6.5×4.3cm,65gで 割を加う

るに睾丸はほぼ腫瘍で置換されてお り,正 常睾丸様の

部分は周辺部V'圧 排され ていた(Fig.2).腫 瘍部分

の中心は壊死性であったが,腫 瘍はほぼ均一な充実性

の組織よりな り,出 血巣は認められなかった.

病理組織所見:腫 瘍細胞は大型円形の核 と明るい豊

富な原形質を持ち,組 織診断はseminomaで あった

(Fig.3),

術後経過:同 年is月3日 より左腸骨動脈および腹部

大動脈 リンパ節に対し,計3,000radの 放射線治療

を施行した.血 中P-HCGは 術 後6日 目V`は1.35

mg!mlと 低下 し,以 後現在まで β一HCGの 上昇も

なく経過は良好である.

考 察

睾丸 腫 瘍 の家 族 発 生 は きわ め て稀 であ る とされ て い

た が,近 年 そ の報 告 例 が増 加 して い る.し か しわれ わ

れ の調 べ えた 範 囲 で は 同 胞 内 の 発生 は,双 子 例 に11

組(Table1),双 子 以 外 の 同 胞 内 で33組 が 報 告 され て

い る にす ぎ ない(Table2).計441の うち 本 邦 で は,

これ まで に 双 子 以外 の 同胞 に2組 が 報告 され て お り,

は 自験 例3組 目に あた る(Tabe3).

以下,自 験 を 含 め たnon-tw三nsiblingsに 発 生 し

た 睾丸 腫X34組 にお け る発 症 年 齢,罹 患 側,組 織 型 に

つ い て検 討 し,加 え てtwinの 場 合 と の比 較 を 試 み

た.

発症 年 齢頻 度 に つ い て は,30歳 代 が最 も多 く,つ い

で20歳 代,40歳 代 と,mの 睾 丸 腫 瘍 の 分 布11-14)と 同

様 の傾 向 が認 め られ た(Fig.4).各 々 の 症 例 で の 兄

弟 の 発 症 時年 齢 の 差 を み る と,moMOZygotictwin

で平 均2.3年,non-twinsiblingsで7.1年 とtwin

の方 が 発 症年 齢 が近 接 して い た.

罹 患 側 に つ い て は右33例,左30例 で,同 胞 間 で 罹 患

側 の一 致 を み た もの はmonozygotictwinで10組 中
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Table2.Testicular

33巻8号
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Fig.4.Numberofpatientswithtesticular

tumorsinnon-twinsiblingsaccording

toage.

Table3.本 邦における睾丸腫瘍の同胞内発生例.

AuthorsAgesSide Histology

相模 ら
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nozygotictwin間 では そ れ ぞれ の反 対 側 に 発 生 を み

る とす る考 え方 で あ る6).

組 織 型 の わ か って い る71症 例75睾 丸 につ い て 分類 し

て み る と,seminomaが36睾 丸,teratocarcinoma

が14睾 丸,embryonalcarcinomaが8睾 丸 と,一 般

の 睾丸 腫 瘍 の 分 布1114)と 大 差 が な か った(Table4).

また,組 織 型 の 一致 して い る組 み 合 わ せ は 自験 例 を 含

め てnon-twinsiblingsで16組53%,twinで5×45

%で あ った.

一般 の睾 丸 腫 瘍 の 発 生頻 度 は,男 子10万 人 あ た り

2.1人 か ら2,3人 で あ る といわ れ て い る 、3).発生頻 度 に

つ い て,兄 弟 の組 み 合 わ せ を考 慮 した うえ で の比 較 は

きわ め て 困難 で あ る と考 え られ るが,双 生 児 間 の発 生

頻 度 に つ い て細 か くみ る と,双 生児 間 で の 発 生が 現 在

ま で11組 存在 し,こ れ ら の す べ て がm・nozygotic

tw三nで あ り,こ れ までdizygotictwinの 報告 が な

い.一 方,monozygotictwinの 出度 頻 度 は 約0.4%

で,こ れ はdizygotictwinの 出産 頻 度0.8%の1/2で

あ り,男 女 の 出産 率 が ほぼ 等 しい と考 え る と,mono-

zygotictwinはdizygotictwinに 比 し,睾 丸 腫 瘍

をtwin間 で発 症 す る頻 度 が非 常 に高 い と考 え ら れ

る.こ の ほ か,オ ラ ンダ系 で 一 般 の70倍 の頻 度 で 睾 丸

腫 瘍 が 発 生 した 家系 が知 られ て い る こ と15),人 種 間 で

睾 丸 腫 瘍 の発 生頻 度 に差 が あ り,白 人,黄 色 人 種 黒

人 の順 に 頻 度 が高 い こ と1G),non-twinsiblingsの う

ち でHLAが 一 致 して い る症 例 が 発 見 さ れ て い る こ

と17),睾 丸 腫瘍 と 染 色 体 異 常 が 合 併 し た と い う報

告18,19)が あ る こ とな ど よ り,睾 丸 腫瘍 の発 生 に 遺 伝 的

要 素が 関 与 して い る可 能性 が示 唆 され る.

Table4.双 子 以外の同胞に発生した睾丸腫揚の組織

型別分類.

eeminoma

teratoma

terstocarcinoma

embryonalcarcinoma

yolkesctumor

malignantlymphoma

choriocarcinoma

mixedtype

as

4

14

8

2

2

2

7

(不 明の2睾 丸を除 く75睾 丸)

2組(20%),non-twinsiblingsで28組 中14組(50

%)で あ った,た だ しmonozygotictwinに 関 して

は,そ れ ぞ れ の個 体 がmirrorimageに 作 られ て い

る とい う考 え方 もあ る ので,単 純 な 比 較 は 困 難 で あ る

思 われ る.す なわ ち,腫 瘍 の 発 生 を 例 に とる と,mo一

結 語

42歳 男性と43歳男性の同胞に発生 した睾丸腫瘍を報

告した.

本稿 の要 旨は第111回 日本泌尿器科学 会関西地 方会におい

て発表 した.
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